
小学校高学年向け

国語学習 慣用句を学ぼう！（３）

慣用句とは、二つ以上のことばがむすびついて、それ全体である意味を表すもの。

次のそれぞれの□に入れるのにふさわしい漢字一字を，例にならって答えなさい。

例 がでる
□ がつく 答え 足

をあらう

をうる をうしなう
① をしぼる ② をつける

がのる がさめる

をなす をのむ
③ をのこす ④ をこらす

がうれる がながい

答え①油 ②色 ③名 ④息

説明
油をうる： むだ話などをして仕事を怠ける意味です。

髪油の行商人が、客を相手に世間話をしながら売ることが多かった
ところから使われるようになりました。

油をしぼる：過ちや失敗を厳しく責める意味 血のにじむような苦労をする意
味

油がのる： 調子が出て仕事や勉強がはかどる意味

色を失う： 心配や恐れなどで顔が真っ青になる。意外な事態に対処しきれない
ようすの意味

色を付ける：物事の扱いに情を加える。値引きしたり、割り増ししたりする意
味


